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 論文内容の要旨
 本論文は、報徳運動の集会方式「芋こじ会」に源流をもつ「常会」が、恐慌から戦時そして戦
 後に至る昭和前期に、社会教育・学校教育の組織・運営方法として導入され、国民教化の強力な
 教育実践として展開した経緯に本格的に照明を当て、そこに現出していた地域教育再編の実現さ
 らに町村・部落常会ならびに学校常会における教員の活動実態を明らかにしょうとするものであ
 る。
 第1章では、大目本報徳社副社長・佐々井信太郎が提唱した常会構想がいかなるものであった
 か。佐々井が説く「一円融合」観、従来の一過性の不徹底な国民教化策への批判、さらに地域現
 実から乖離した教員のありようへの批判、そして〈国民教化機構の再編統合〉として部落常会・
 町内常会の設定を唱え、「一村一地方の指導者」=常会指導者としての教員の造出を提唱するに至っ
 た経緯とその言説の骨格を明らかにしている.
 第2章では、常会構想が先行的に具現された教化町村運動に着目し、これまで知られてこなかっ
 た全国的な展開の過程と「実績」を、r斎藤実関係文書」と雑誌『常会』により実証的に解明して
 いる。代表例として福島県をモデルとし、「聖旨奉体」という周到な権威付けによって指定町村の
 「主体性」を喚起し、模範村創出・難村克服が目指された様相を描出している.また、r常会現地
 報告」分析から、各教化町村が常会出席率向上と常会の活性化のために行なったノウハウを明確
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 化し、これが1940年代の常会実践の前提をなしていたと位置づけている。
 第3章では、佐々井が直接、常会指導者養成を行った大日本報徳社の長期講習会に照明をあて、
 その内実と機能を明らかにしている.教員受講者の動向を中心に分析をおこない、受講者中30%
 以上を占める教員が常会指導者として期待されていた層であったこと、さらに教員受講者が生み
 だした学校常会実践が長期講習会を通じて各地に伝播されることとなったこと、長期講習会が社
 会教育・学校教育両面における(教員の仕事における常会導入)を推進する母胎となっていたこ
 とを明確に描き出している。
 第4章では、内務省が常会を政策化していく過程において、佐々井の政策関与がきわめて大き
 なものであったこと、「国民精神総動員実践網要綱」(昭和13年)及び「部落会町内会整備要領」
 (昭和15年)策定と佐々井の関与を解明し、あわせてそれらを佐々井の常会構想と対比すること
 で、部落会・町内会が佐々井の常会構想を色濃く反映したものであり、戦中期の国民教化政策そ
 のものとして運用されるに至った経緯を明確に分析している。
 第5章では、教化町村運動の実相を、その端緒となった福島県相馬郡太田村を事例に詳細に解
 き明かしている.新史料「部落常会記録」を発掘し、そこに記載されている教員の発言内容を中
 心に、部落常会の場で教員の果たした役割を多面的に分析している。さらに学校文書から学校教
 育面でも職員常会・児童常会の導入を確認し、〈教員の仕事における常会導入〉が職員常会を基点
 とし、児童常会と部落常会を指導するという構造をもって展開していたことを解明している。
 第6章では聞き取り調査によって太田村の教化村運動が「実績」を挙げた背景に、郡教育界の
 働きがあったことが判明し、郡教育界の果たした役割について分析を進めている.昭和期に至り、
 相馬郡教育界が相馬地方における報徳運動興隆を牽引していた事実を踏まえ、太田村内における
 部落報徳社結成と常会定着の相関を明らかにし、郡教育界が報徳運動という形で常会普及・定着
 を推進した様相を描き出している。
 第7章では、二宮尊徳生誕の地を抱える神奈川県足柄上郡(なかでも福沢小学校)を事例に、
 学校日誌や実践記録から学校教育における常会実践の注目すべき実相を解明している.『報徳研究
 録』の分析から、同郡が1930年代に全国に先駆けて職員常会・児童常会を実施していたことを明
 らかにし、特に福沢小学校の常会実践が、保護者層を巻き込んだ親子(母子)常会として、児童
 の「自発的」生活目標策定や日常生活指導への保護者参加などを現出させていた様相を明らかに
 している.さらに同校が、戦後、石山修平の指導のもとに「農村地域社会学校」として、常会実
 践を「福沢プラン」に継続させた点に注目し、戦前戦後を貫いて立ち現れた常会方式による地域
 教育の存在を、昭和教育史の再点検に新たに付加すべき歴史像として提示している.
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は、昭和恐慌から戦時そして戦後に至る昭和前期に、社会教育・学校教育両面において、
 教化町村運動が町村民教化に駆動した「常会」方式が導入されていった経緯さらに、町村・部落
 常会ならびに学校常会で展開された具体的教育実践と教員の実像を、教育史研究上はじめて実証
 的に解明したものである.とりわけ学校教育に導入された常会方式の実像、教員の活動内容の詳
 細な分析は、昭和前期教育史研究に新たな歴史像を浮上させ、注目すべき研究領域を開示するも
 のとして高く評価することができる。
 また研究手法において、教化村運動のモデルとなった福島県相馬郡太田村、神奈川県足柄上郡
 における地域教育再編のプロセスに視点を据え、地方文書、学校文書、実践記録の発掘、さらに
 は聞き取り調査を重ねての本格的な調査によって、数多くの新史料を発見し得ており、オリジナ
 ルな高水準の研究成果をもたらしている。
 新史料として「下太田区有文書」からの「部落常会記録」の発見は、特筆すべきものである。
 この発見が第5章の部落常会と教員の実態把握を研究史上はじめて可能にしたものといえ、学会
 発表において優れた研究として高い評価を得ている.また雑誌『常会』を用いた教化町村の分析、
 足柄上郡教育会が発行した「報徳研究録」からの福沢小学校の分析、大日本報徳社刊『大日本報
 徳』の記事読破による佐々井信太郎の「常会論」の解明、さらには、国会図書館所蔵「斎藤実関
 係文書」によって、中央教化団体連合会が福島県方式をモデルとして、教化村運動の全国展開を
 おこなっていたことをはじめて実証している点等々、注目すべき新知見を数多く提示し得ている.
 新たな視点からの論証も堅実であり、歴史研究としてプライオリティの高い論文である.全体構
 成と分析視覚は優れたものといえる.
 しかしながら、第1章佐々井の思想形成と時代背景へのより踏み込んだ分析、第7章の報徳教
 育から「農村地域社会学校」への接続をめぐる組織論としての性格吟味等、なお残された課題に
 ついてより精緻な検討を望みたい.また、国家が推進する国民教化運動という大きな枠組み、当
 時の支配構造の中で、常会・教員が果たした役割、その機能への更なる分析に歩を進め、歴史的
 性格づけにおいて、関連する歴史学の論議と絡めて理論的検討を深めることを希望し、研究のさ
 らなる進展を期待したい.
 総じて日本教育史研究にオリジナルな研究成果を提示する意義ある論文と評価することが出来
 る。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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